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会社概要

●社名 ＪＦＥ条鋼株式会社●社名

●資本金

ＪＦＥ条鋼株式会社

（ＪＦＥ Ｂａｒｓ ＆ Ｓｈａｐｅｓ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）

４５０億円●資本金

●株主

４５０億円

ＪＦＥスチール株式会社（１００％）

●従業員数

●事業内容

９１３名

電気炉による鉄鋼業

（条鋼、棒鋼、線材および鋼片の製造、販売）

約２３０万トン （平成１９年度）●粗鋼生産量 約２３０万トン （平成１９年度）

Ｐ．１



会社の沿革

１９９９年（平成１１年）４月

トーア・スチール株式会社より鉄鋼事業に係わる

資産を譲り受け エヌケ ケ 条鋼株式会社と資産を譲り受け、エヌケーケー条鋼株式会社と

して発足

２００５年（平成１７年）４月

商号をＪＦＥ条鋼株式会社に変更

現在に至る

Ｐ．２



営業所および製造所

Ｐ．３



Ｐ．４



製鋼工程の概要（鹿島製造所の例）

スクラップ
合金鉄 石灰石

電気炉

溶解・脱炭

150t/ch 直流式

出鋼温度：1,600℃

ＬＦ

溶解・脱炭

ＬＦ

成分調整・昇温 150x150

連続鋳造
6ｽﾄﾗﾝﾄﾞ

Ｐ．５



電気炉溶解工程電気炉溶解工程

通電開始：点弧
残溶鋼で下部熱源

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ：電極回り
を溶しながら下降

主溶解：ｽｸﾗｯﾌﾟが
崩落しながら溶解

初装入

追加装入 脱炭、昇温 出鋼

自動車プレス材装入

Ｐ．６



スクラップ外観

自動車プレス ヘビー屑

シュレッダー屑

Ｐ．７



電気炉におけるリサイクル

スクラップ

・市中から発生するスクラップ

・鉄の加工工場から発生する加工屑

製造所から発生する自家発生屑

圧延 水処理 スケ ル

・製造所から発生する自家発生屑

圧延 水処理 スケール 鉄の回収

電気炉（製鋼） 集塵機 ダスト 亜鉛の回収電気炉（製鋼） 集塵機 ダスト

スラグ
処理

スラグ
製品

路盤材
など

処理

Ｐ．８



スラグ処理フロー

放流ﾔｰ
ﾄﾞ

ｸﾗｯｼｬｰ ｽｸﾘｰﾝ

ｴｰｼﾞﾝｸﾞ

道路用路盤材等

Ｐ．９



スラグ製品のリサイクル事例スラグ製品のリサイクル事例

電気炉スラグ外観 スラグ製品の路盤材電気炉スラグ外観 スラグ製品の路盤材
への使用例

Ｐ．１０



ダストのリサイクル

中間処理業者中間処理業者

亜鉛回収

ペレット化されたダスト

Ｐ．１１



廃ガスの対応廃ガスの対応

電気炉

燃焼塔

電気炉

建屋
燃焼塔

冷却塔
２００℃以下９００℃

２秒以上

集塵

バグフィルタペレタイザー

ダストペレットダ ッ

Ｐ．１２



所別自動車プレス使用量と全社粗鋼生産量推移所別自動車プレス使用量と全社粗鋼生産量推移
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所別全製鋼原料に対する自動車プレスの割合
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現在のコンソーシアム数 ： １９１
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自動車プレス使用上の課題

自動車プレスは、

１）鉄分含有率が低い・かさ比重が小さいことによる

生産性の低下生産性の低下

２）鉄分以外のものが含まれていることによる、エネルギー

使用量の増大、集塵系統の劣化促進による補修コスト

の増大など弊害があるものの、

安価原料のひとつとして、一定量の使用をしている。

今後、さらに全部利用の促進を図るためには、以下課題が

あると考える。
Ｐ．１５



自動車プレス利用拡大の課題

技術面では、
１）生産性低下を極力少なくするために、形状を小さくする
こと。（プレス圧力は現状のままで）

２）鉄分以外でリサイクル可能なものは極力取り外し、鉄分）鉄分以外 リサイク 可能なも 極力取り外 、鉄分
含有率の向上を図ること。

コスト面では、
１）安価原料としてのメリットがあることが利用促進となる。１）安価原料としてのメリットがある とが利用促進となる。

すなわち、
自動車プレス価格＜一般スクラップ価格－自動車プレス使用自動車プレス価格＜ 般スクラップ価格 自動車プレス使用
デメリット（鉄分含有率差、エネルギーロス、生産性ロス、
設備維持増コストなど）

Ｐ．１６



以上以上


